
文字と式の教え方：数量・係数・かっこの計算をつな
ぐボード
講師用メモ・バージョン 1
第1ページでは、文字の意味と単位を先に決めます。項全体と係数の違いを問い、負の符号や省略された1を言
葉で説明してもらいます。第2ページでは、かっこの前の負の符号、各項に数をかける・わる計算、文字の部分
が同じ項をまとめる操作を分けます。「同類項」は補助的な用語として示し、用語の暗記だけを目標にしませ
ん。第3ページは、例の答えを見せずに紙で解きます。式全体、単位、途中式と理由を確認し、係数だけの数値
入力を式全体の自動採点と扱わないでください。E1は単価と個数、E2は項と係数、E3はかっこをひく操作、E4
は負の数を各項にかけること、E5は各項を数でわること、E6は単位換算を見ます。別の正しい式や説明も認め
ます。

練習問題の解答はこの講師用メモに分けています。編集版であり、実際の授業での試用はまだ行っていません。

式全体を紙に書き、別の問題で確かめる
E1. 1本p円の品物を4本と、120円のケースを1個買います。代金を文字式で表し、各部分の意味を書いてくださ
い。

解答・確認の観点：(4p+120)円。4pは品物4本分、120はケース1個分の代金。

E2. −7x + 6の項をすべて書き、xの係数を説明してください。

解答・確認の観点：項は−7xと6。xの係数は負の符号を含めて−7。

E3. (6x − 5) − (x + 8)を整理し、かっこをはずした行も書いてください。

解答・確認の観点：6x−5−x−8=5x−13。

E4. −3(4x − 2)のかっこをはずし、各項との積を説明してください。

解答・確認の観点：−3×4x=−12x、−3×(−2)=6なので、−12x+6。

E5. (9x − 12)÷3を計算し、何を3でわったか説明してください。

解答・確認の観点：9x÷3−12÷3=3x−4。文字の項と定数項の両方を3でわる。

E6. 長さL mのひもから45 cm切ります。残りをmで表してください。ただしLは0.45以上とします。

解答・確認の観点：(L−0.45)m。45 cm=0.45 mにそろえてからひく。
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